
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

宮崎県 

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

都城市 

取 組 の 名 称 野菜を中心とした給食の提供と料理教室 

① ベジ活の日  ②ベジ活！クッキング教室、 

実 施 時 期 ① ベジ活の日：月１回  ②ベジ活！クッキング教室：令和元年 7月 26日（金） 

取 組 内 容 ① ベジ活の日 

日 時：月 1回「ベジ活の日」を設定 

場 所：都城学校給食センターが給食提供を行う市内 29の小中学校 

内 容： 宮崎県では、「健康みやざき行動計画 21」において、野菜摂取量を増や 

    すことを目標に掲げ、「ベジ活」を推進しています。 

そこで、都城学校給食センターでは、令和元年度月１回「ベジ活の日」 

      を設定し、8月を除く年間 11回 1日に必要な野菜摂取量（350ｇ）の 1/3 

以上を使用した給食を提供しています。 

【献立例：4 月】 

 

白ご飯、牛乳、春野菜の煮物、 

春キャベツの梅和え 

(野菜摂取量 小学校:150ｇ 

 中学校:180ｇ) 

 

 

② ベジ活！クッキング教室 

日 時：令和元年 7月 26日（金）※夏休み期間 

場 所：都城学校給食センター 

参加者：都城学校給食センター管内の小学校 3・4年生の児童及び保護者（13 組） 

内 容： 料理教室に合わせて、クイズや宮崎県のキャラクター宮崎犬と「ベジ活 

音頭」を踊るなど児童が興味を持つよう工夫を行いました。 

献 立：食パンでキッシュ 旬の野菜のｺﾛｺﾛｻﾗﾀﾞ、かんたん！野菜のスープ 

 

 

 

 

 

 

 



②食育月間以外の月の取組 

 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

宮崎県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

日南市 

取 組 の 名 称 学童期、児童・生徒、子育て世代に対する「食」に関する啓発活動 

実 施 時 期 通年 

取 組 内 容 ① 子育て応援フェスティバル 

日 時：令和元年５月１９日（日） 

場 所：創客創人センター 

内 容：来場者に豆乳プリン３００個とレシピを配布しました。 

また減塩啓発のためのリーフレットを配布しました。 

 

② 減塩野菜たっぷりレシピの作成と市内スーパー、直売所への設置 

食生活改善推進員が減塩で野菜たっぷりのレシピを考案し、12 月から市内

スーパー11 件、直売所 10件へ設置をさせていただきました。 

【レシピ内容】 

しいたけの肉詰め、キャベツとりんごのサラダ、大豆と野菜のスープ 

鶏ささ身と焼き野菜のポン酢和え 

 

③ 世代別に取り組む生活習慣病予防のための減塩スキルアップ事業 

（食生活改善推進事業、日本食生活事業） 

日 時：令和元年１０月２８日（月） 

場 所：日南高校（参加人数 １８名） 

対 象：高校３年生 

講 師：食生活改善推進員 

内 容：・卒業後に１人暮らしの場合でも困らないよう、簡単に作れるメ

ニューを実習しました。 

・また、朝食の大切さ、減塩の方法、バランスのとれた食事等の講

話を行いました。         

【実習メニュー】 

サバ缶のスペイン風オムレツ、ひじきの和風サラダ、野菜スープ 

＊１月実施予定：日南振徳高校 

 

④ 野菜料理講座（食生活改善推進事業 宮崎県委託事業） 

日 時：令和元年１２月２０日（金） 

場 所：酒谷小学校 

対 象：全校生徒と保護者（参加人数 ３０名） 

講 師：食生活改善推進員 

内 容：朝ごはんの大切さ、食塩や糖分が多く含まれる食品についての講話

と野菜をたっぷり使った料理教室を実施しました。 

【実習メニュー】 

焼きうどん、鮭のあんかけ、豆乳と長芋のスープ、 

フルーツヨーグルト 



②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

宮崎県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

小林市 

取 組 の 名 称 地元食材を使った給食提供と生産者との交流会 

実 施 時 期 令和元年 11月 26日（火） 

取 組 内 容 小林市内の和牛農家の方々の「小林特産のおいしい宮崎牛を子どもたちに食べ 

させたい！そして家でも宮崎牛をたくさん食べて欲しい！」という思いから、和

牛農家からの寄付によって宮崎牛を提供していただき、小林市内の全ての小中学

校の学校給食で、宮崎牛を使った「牛とごぼうのうんめ～丼（こすモ～丼）」を食

べることができました。 

２６日は、和牛生産者、ＪＡこばやし職員、小林市役所職員などの関係者の方々

を学校に招いての交流給食会も行われました。 

【「こすモ～丼」の作り方】 

（材料４人分） 

ご飯・・・・・・・・４杯 
牛肉・・・・・・・・２００ｇ 
玉ねぎ・・・・・・・１／２個 
にんじん・・・・・・小１／２本 
ごぼう・・・・・・・１１０ｇ                                           
いんげん・・・・・・２本 
おろし生姜・・・・・小さじ１杯 
おろしにんにく・・・小さじ１／２杯 
酒・・・・・・・・・小さじ１杯 
砂糖・・・・・・・・大さじ１杯 
濃口醤油・・・・・・大さじ１．５杯 
りんご・・・・・・・１／６個 
ごま・・・・・・・・適量 
 
（作り方） 
 
① 玉ねぎはくし形に、にんじん、ごぼうは繊切り、いんげんは斜め切りにして 

おく。 
② 油で牛肉、野菜を炒め、炒まったら、すりおろしたりんごと調味料で味付け 

をする。（ごぼうをよく炒めるのがコツです！） 
③ ご飯にかけて丼にして食べる。 

 
 
 
 



②食育月間以外の月の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
宮崎県 

取 組 市 町 村 名 西都市（西都市園芸振興協議会） 

取 組 の 名 称 西都市食育・地産地消推進事業に伴う出前講座の実施 

実 施 時 期 9月 18日、12月 3～5日 

取 組 内 容 生産者等（今回は、生産者およびＪＡ職員で野菜ソムリエの資格を有

する方）を市内小学校に派遣することで、安心・安全な西都市産農産物

及び地産地消に対する児童・生徒の知識や理解深化を図るとともに、 

生産者の意欲向上に資することを目的に出前講座を実施しました。 

 子ども達は野菜ソムリエである生産者等のクイズを交えたピーマン・

カラーピーマンの話に興味を持って耳を傾け、西都市における生産の状

況を理解していました。また、調理実習をおこなうことで、西都産野菜

のおいしさを味わい、地産地消を学びました。 
 

日 程：令和元年 9月 18日（水） 

場 所：銀上小学校（３～６年生） 

参加人数：７名 

内 容：カラーピーマンに関する授業、調理実習、試食 

 

日  程：令和元年 12月 3日、4日、5日（火）～（木） 

場  所：妻南小学校 （４年生） 

参加人数：延べ 90名程度 

内  容：ピーマンに関する授業、調理実習、試食 

 

 

 

 

 
 


